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神戸ゼロカーボンアイデア

Re.colab KOBE

技術指導員：松村淳先生
乾彩海 岩本悠 岸名優佳 小菅優衣 辰己鈴珠 松本奈々
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アンケート結果より政策概要
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アンケートについて

項目

期間

対象
１.神戸市地球温暖化防止実行計画骨子に対する自由意見

2.神戸市に期待するゼロカーボン活動

3.産業が原因で排出される温室効果ガスについて排出する
地域が対策をしないといけないと思うか？

4.神戸市が取り組むことのできるメタン抑制活動には何があ
るか？

5.メタン抑制のために海藻を食べて育った牛乳や牛肉を摂
取することで抵抗を感じるか？

6.メタンの抑制をすることが出来るなら牛肉や牛乳の価
格が上がってもいいと思うか？

令和4年8月4日～令和4年８月13日

神戸市に関わりのある大学生、社会人
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神戸市の牛の数 9,576頭（平成３０年度）

牛のゲップに含まれるメタンガス＝地球温暖化の一因

二酸化炭素

28倍の温室効果

メタンといえば牛・ガス！！

牛のゲップ

27%

その他

73%

温室効果ガス

牛と地球温暖化の関係

全体の62％
が回答 令和3 年度 神戸市酪農・肉用牛生産近代化計画書

https://tonysharks.com/Tree_of_life/Eukaryote/Plantae/Rhodophyta/

Asparagopsis_taxiformis/Asparagopsis_taxiformis.html
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カギケノリを海で育て神戸の山の牛に食べさせる

飼料化

メタンガス
低減

カギケノリ

提供 公益財団法人黒潮生物研究所
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Q：メタン抑制のために海藻を食べて育った牛肉や牛乳を摂取することに抵抗を感じますか？

全く感じない あまり抵抗感がない

どちらともいえない 少し抵抗感を感じる

とても抵抗感を感じる

51％43.1% 94.1%｛
全く感じない

あまり抵抗感がない

メタン抑制のためにカギケノリを食べた牛肉や乳製品を食

べることに抵抗感を感じる人はいない！！
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Q:メタン抑制のために海藻を食べて育った牛肉の価格が高騰することに対する
意見

値段が上がっても全く構わない

どちらともいえない

少し買い渋る

抵抗感を覚え、購入を控える

65％

25.2%

4.8%

69.8%｛
抵抗感を覚え、購入を控える

少し買い渋る

牛肉の価格上昇には抵抗がある人が多い
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Q:温室効果ガスについて排出するその地方自治体が対策するべきだ思うか？

その地域で対策すべき 国にたよるべき

29.4%

70.6%

神戸市が先頭に立ってカギケノリの研究

70.6% その地域で対策すべき

29.4% 国に頼るべき

「低メタン牛」として国からの注目を

集め助成金を申請

研究に伴う牛肉や牛乳の価格高騰も抑えられる
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Q:骨子に対する自由意見

「神戸市がこのような地球温暖化政策に取り組んでいることを知らなかった」

「もっと市民を巻き込むような政策があれば市民の地球温暖化に対する意識も向上すると思う」

＝神戸ならではの自然を利用した活動やブルーカーボン事業の拡大を期待している

Q:神戸市に期待する事

「神戸ならではの自然を利用」

「ブルーカーボン事業の拡大」

「再生可能エネルギーの導入」

「日常生活における取り組みの促進」
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➡市民が身近に感じる食に関する取り組みにより、人々の興味を招

きやすく、地球温暖化対策への関心を集める事につながる

➡海と山が育むグローバル貢献都市の実現につながる

グローバル貢献都市
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神戸ゼロカーボンアイデア
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私たちが考える神戸ゼロカーボンアイデア

メタン削減

神戸市須磨の海

カギケノリ

低メタン商品



13© 2022 Re.colab KOBE

牛のゲップ

メタン

牛のゲップには温室効果ガスである
メタンが含まれている

IPCCの第５次評価報告書によると、
メタンの地球温暖化への影響は二酸
化炭素の28倍※1と言われている

牛1頭からは1日あたり、200～600Lの
メタンがゲップとして放出されている
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カギケノリ

提供 公益財団法人黒潮生物研究所
高知県大月町（2020年5月13日）

【目】カギケノリ目
【科】カギケノリ科
【属】カギケノリ属
【和名】カギケノリ
【学名】Asparagopsis taxiformis (Delile) Trevisan

【分布】本州太平洋沿岸中・南部、九州、南西諸島、
朝鮮半島、台湾、太平洋熱帯域、オ－ストラリア、紅海

高さ20cmくらい
筆の穂のような形
水深5～10mで見られる

※5~7
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メタンを減らす方法

カギケノリ

カギケノリを牛のエサに少量混ぜる
ことで、胃の中で発生するメタンを
約8~9割抑えられる

※4, 8
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アマモの植え付け

現在、ブルーカーボンの取り組みとして
海草であるアマモを神戸市須磨区の海岸
で植え付けている（須磨里海の会）
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環境学習

小学校・中学校・高校でカギケノリの
苗を育て、地域の皆さんと共に神戸の
海に植え付けを行う

神戸市須磨の海
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ゼロカーボンシティの実現を目指して

市民、市民団体、企業、神戸市(自治体)
が協働することによって、2030年に向
けた神戸市地球温暖化防止計画を実現
できると考える
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リコラボ概要

総勢８０人

学生代表１名、副代表４名

SNSマーケティング班 栽培班 出前授業班 空家再生チーム
朝日新聞ダイアログ班 会計班

生物多様性班 ハチミツ班 映像制作班
かまど班 アクセサリー・グッズ班 etc.

人と人との関係性ですくすく育つ団体
あいさつを大切に、道具を大事に
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里山での活動

神戸市北区の元耕作放棄地
2021年10月から開拓を開始した「リコラボファーム」で

メンバーのやりたいことをどんどん実現中！
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里海・貯水池での活動

「磨里海の会」と
協同し、
須磨の海を里海化
するべく活動中！

須磨里海の会と連携して
神戸須磨の海を「里海」に！

2021年10月「ブルーカーボンフェア」

神戸市水道局との協同で
烏原貯水池でも活動中



24© 2022 Re.colab KOBE

空家再生プロジェクト

リコラボの拠点として空家を利用

片付け、掃除、水回りの修理…
クラウドファンディング開始予定！
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朝日新聞DIALOG

朝日新聞DIALOG特設ウェブサイト「ko-do」にて

プロの指導のもとメンバーが記事執筆・動画作成

今年度新たに６本＋の記事を執筆・公開決定！

全３8名のダイアログチームも発足！

× ×
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SNS
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今後

2025年万博共創チャレンジ

 法人化
耕作放棄地での活動を教育プログラムへ
企業にもセミナー等を行う団体に

 リコラボファームをゼロカーボンファームに



ご清聴ありがとうございました


